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河上肇先生遺品展および記念講演会記事

昨年末，東京i'ij[上会から J~r，tiJ)において河上1任)l生追l町民主開催するよーとについて経済

学部の協力をf~fたし、むねの中し入れがあった。関係者間の協nまの過特色記念:;~t出会も

同時に開催するととが提案されJ 京都大学経済学会は，東京j 京者~および大|況の;'IIJ上会

を総称するi1u上肇記念会および京Xs府立総合資料館と共催してz 記念行事を:Ht進するこ

ととなった。

経済学会には特に河上肇先生記念講出会のーウ集が妥l属されたJ 講師の依頼にあたって

は，明治生まれでillJ上空先生と個人的交渉のあコた同世代の方だけでなく，もっと若い

世代の方であって，最近のわが国の河上肇研究を代表する万にもお願いしようというこ

とになり，大正生まれの杉原同郎氏と昭和生まれの山之凶泊氏に白羽の矢をゴf亡たとこ

ろヲ「司足りごtk請を得亡，記念品出会主特色あるもりと tることができた。

i立品展は今年6月1日より 4日まで京都府立総仔資料館陳列J唱で開催きれ， ι記念;i!IIUdi

会は6月311午後l時半すぎから午後5時半頃まで同講堂において開催された。記念講

演会は，行事全般にわたって中心的な役割を果たして ζ られた住谷悦治民(同法:社総長)

の閉会の辞および白石凡氏〔河上会代表)の挨按をもっ仁はじまり，ついで， 111之内消

氏〔東京外国語大常助教隠〉が「河I::lj]と社会科学の方法」について，また，杉原凶郎

氏〔甲南大学教授〉が「河f-J~における経済と人生」について講演を行なった。これに

対して，遺族代表とし亡末川持氏(立命館名誉総長〕の謝辞があり，共催者代表として

の松井清氏〔経済学会評議員〕の閉会の辞をもって，近来稀に充実した講演会は政会裡

に事号了した。 (大野英二記〉

松井清教授 込L 品

(小泉尽次氏撮影)


